
令和６年度群馬県
防災士養成講座
県民の防災に対する意識の啓発や知識・技能の
習得を図り、地域防災力の向上を目指すため、地
域における防災活動の中核的人材となる防災士を
養成する「防災士養成講座」を開催します。

申込
期間

・群馬県内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
①自主防災組織の役員等（就任予定者を含む）
②消防団員（分団長以上の階級にある又はあった者を除く）
③地域防災に関心のある方などで、地域防災力向上のための活動ができる方

募集
対象

定員 150名
【注意事項】
応募者多数の場合は、募集対象①・②に該当する方を優先として人数調整をさせ
ていただきます。

費用 12,000円 防災士教本代・・・・・・・・・・・・・・4,000円
防災士資格取得試験受験料・・3,000円
防災士資格認証登録料・・・・・・5,000円（試験合格後負担）

（受講決定後負担）
※納付後の返金はできません。

問い
合せ お住まいの市町村防災担当課 または 県庁危機管理課（027-226-2245）

ぐんま地域防災アドバイザー
当講座を受講して防災士資格を取得後、別途実施する「ぐんま地域防災アドバイザー基礎研修」（動画）を受
講いただくことで、「ぐんま地域防災アドバイザー」に登録可能となります。「ぐんま地域防災アドバイザー」は地域での
防災活動の中核となり、防災士として県及び市町村が実施する自主防災組織活性化・地域防災力の向上に向
けた取組や防災啓発活動など活躍の場が広がります。

主催：群馬県総務部危機管理課

・電子申請システム（LoGoフォーム）による申込み
（ https://logoform.jp/form/9cfD/560028)

又は
・お住まいの市町村の防災担当課にお申込みください。
【注意事項】受講希望者の情報については、いずれの方法で申し込まれた場合についても、今後の事務手続に

必要なため、群馬県とお住まいの市町村で共有させていただきます。

申込
方法

8/31 ･ 9/1（土） （日）
9:00～18:00（予定）第1回

会場:前橋問屋センター
（前橋市問屋町2丁目2番地)

11/30 ･ 12/1（土） （日）
9:00～18:00（予定）第2回

会場:群馬県ＪＡビル
(前橋市亀里町1310番地)

各回

（QRコード）
5/13(月)以降

第1回：5/13～6/14
第2回：8/13～9/13



防災士資格について
「防災士」は特定非営利活動法人日本防災士機構が認証する資格です。
防災士試験・認証に関するお問い合わせ先 特定非営利活動法人日本防災士機構（TEL:03-3234-1511）

普通救命講習の受講について
普通救命講習はお住まい又はお勤め先の消防署等で受講の案内を行っております。詳細は、それぞれの消防署又は消
防本部（局）までお問い合わせください。

〔養成講座カリキュラム〕

①養成講座の受講決定
受講内定通知書とともに、防災士教本代及び受験料の事前払込用紙を送付します。指定期日までに郵便局で教本代
+受験料の7,000円をお振り込みください（振込後に受講をキャンセルされても返金はできません）。

②防災士資格取得試験の受験申込
お住まいの市町村へ事前払込領収証を持参し、受験申請書を提出してください。
受験申請書提出時に自宅学習の履修確認レポート用紙・防災士教本をお渡しします。

③防災士教本の自宅学習による履修確認レポートの提出
別途指定する期限までに市町村防災担当課へご提出いただくこととなります。その際に「受講決定通知」をお渡しします。

④集合研修（計２日間）の履修
⑤防災士資格取得試験の受験
会場研修最終日に特定非営利活動法人日本防災士機構が実施します。

⑥普通救命講習の受講
普通救命講習は、別途個人で消防署等での受講をお願いいたします。
5年以内に救命講習を受講されている方は再度受講する必要はございません。

⑦防災士認証登録申請
合格者の方は、特定非営利活動法人日本防災士機構へ必要書類とともに申請を行います。（申請書提出時に認証
登録料5,000円の振込が必要となります。）

《防災士教本代：4,000円 受験料：3,000円 認証登録料：5,000円は自己負担となります。》

本講座受講・資格認証登録までの流れ

①防災士養成講座の受講 ②防災士資格取得試験の合格 ③普通救命講習の受講(防災士認証登録申請時に、5年以内に発
行されたものであり、発行団体が定めた有効期限内の修了証が必要)
・履修確認レポートの提出（自宅学習）
・12講目以上のカリキュラムを受講

上記の条件を全て満たしていることが「防災士」になるための必須条件となります。

「防災士」になるための３つの条件

第１日目 第２日目

9:15～ 9:30 開講式（オリエンテーション） １限目 9:10～10:10 土砂災害

１限目 9:30～10:30 行政の災害対策と危機管理 ２限目 10:20～11:20 被害想定・ハザードマップ

２限目 10:40～11:40 災害医療とこころのケア ３限目 11:30～12:30 自主防災活動と地区防災計画

昼休み 昼休み

３限目 12:40～13:40 耐震診断と補強 ４限目 13:30～14:30 災害関連情報と予報・警報

４限目 13:50～14:50 近年の主な自然災害 ５限目 14:40～15:40 地震・津波への備え

５限目 15:00～16:00 防災士に期待される活動 ６限目 15:50～16:50 風水害・土砂災害への備え

６限目 16:10～17:10 避難所の設置と運営協力 17:00～18:00 防災士資格取得試験


